
Living device
Step up

「あたらさん」的 生活考
【あたら 可惜】とは「もったいない」の古語で「あ
たらしい」の語源になったといわれています。【あた
ら＝もったいない】に【さん＝ SUN ＝太陽】の恵
みをプラスして、さまざまな情報を発信しています。

那須 由莉：らぴす舎・代表

多くの家庭実用書や生活情報誌の編集に携わる。
2005年『暮しの手帖別冊・あたらさん』の編集
長として、創刊と同時に「しなの鉄道・信濃追
分駅」駅舎に「あたらさん編集室」を設置、別
冊の休刊後も継続して駅舎を借り、現在に至る。
「もったいない＝あたらさん」の知恵と心をコン
セプトに、編集・制作と創作活動を続ける。信
濃追分駅「オオヤマ桜を守る会」、軽井沢・借宿
「ビオトープ KBS」のメンバー。

爪
を
隠
す
こ
と
を
知
ら
な

い
、
元
・
野
良
の
フ
ー
は
、

接
客
業
に
は
不
向
き
で
す

が
、
ネ
ズ
ミ
の
捕
獲
に
か
け

て
は
、
幾
つ
に
な
っ
て
も
衰

え
知
ら
ず
の
技
量
で
す
。

駅
舎
暮
ら
し
、
10
年
以
上
続
い
た
の
は
猫
の
お
か
げ
!?

―
─
猫
ま
み
れ
の
１
年
は
神
様
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
―
―

◆ この事業は＜神奈川県社会福祉協議会　地域福祉活動支援事業助成金＞で運営しています。

　　　　　　　　　 制作・発行：『めづるくらし』研究会　　発行人：田邊 早苗 ／ 編集人：柳谷 廣之
HP :http://meduru.webcrow.jp/index.html　　E-mail :medurukurashi@gmail.com    c "MEDURU KURASHI" Project Team 2019 ＊本書の無断転載、無断複製（コピー）を一切禁じます。

情報募集・問合せ先

　
和
歌
山
電
鉄
・
貴
志
川
線
の
無
人
駅
「
貴
志
」
で
、
猫
の
た
ま
が

駅
長
に
任
命
さ
れ
、
人
気
沸
騰
し
た
の
は
２
０
０
７
年
で
し
た
が
、

同
年
、「
信
濃
追
分
」
駅
で
は
次
々
に
猫
が
産
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
母
親
の
名
前
は
フ
ー
、風
来
坊
の
フ
ー
。２
０
０
６
年
の
晩
秋
か
ら
、

線
路
脇
の
倉
庫
や
ト
イ
レ
の
辺
り
を
ウ
ロ
ウ
ロ
、
倉
庫
前
に
餌
を
置

く
と
こ
ち
ら
の
様
子
を
伺
い
つ
つ
、
し
っ
か
り
平
ら
げ
て
ど
こ
か
に

消
え
ま
す
。
お
皿
の
位
置
を
少
し
ず
つ
駅
舎
寄
り
に
し
て
、
つ
い
に

台
所
の
中
で
食
事
を
す
る
ま
で
に
。
寝
床
も
用
意
し
、
飼
い
猫
の
印

と
し
て
首
輪
を
つ
け
〈
フ
ー
〉
と
呼
ぶ
の
に
馴
染
ん
だ
頃
「
こ
の
猫
、

妊
娠
し
て
い
な
い
？
」
と
友
人
か
ら
驚
愕
の
発
言
。

　『
ま
さ
か
ぁ
～
。』
が
、現
実
と
な
っ
て
お
腹
は
膨
ら
み
続
け
、早
春
、

駅
舎
の
和
室
に
あ
る
コ
タ
ツ
の
中
で
、
フ
ー
は
４
匹
の
雌
を
出
産
！

　「
信
濃
追
分
」
に
ち
な
ん
だ
、
信
＝
シ
ン
、
濃
＝
ノ
ン
、
追
＝
オ
イ
、

分
＝
ブ
ン
、
は
ス
ク
ス
ク
育
ち
、
３
か
月
後
、
優
し
い
里
親
に
恵
ま
れ
、

各
々
駅
舎
か
ら
、
遠
く
、
近
く
に
旅
立
ち
ま
し
た
。

　『
さ
あ
、
フ
ー
に
避
妊
手
術
を
！
』
と
考
え
て
い
た
矢
先
、
ま
さ
か

の
ご
懐
妊
第
２
弾
。
夏
の
盛
り
、
デ
ス
ク
の
下
で
ク
ロ
、
ト
ラ
、
マ

ダ
ラ
の
愛
く
る
し
い
３
匹
が
誕
生
。
猫
ま
み
れ
の
至
福
の
１
年
に
。

　
３
匹
の
子
を
駅
長
に
し
て
…
と
、
言
う
人
も
い
ま
し
た
が
猫
は
ネ

ズ
ミ
を
退
治
し
て
く
れ
る
大
切
な
生
き
物
。
昔
か
ら
、
自
由
気
ま
ま

に
人
の
暮
ら
し
と
共
存
し
て
き
た
猫
を
駅
長
見
習
い
に
す
る
気
に
は

な
れ
ず
、
子
猫
は
東
京
の
自
宅
に
連
れ
帰
り
ま
し
た
。

　
子
育
て
か
ら
解
放
さ
れ
た
フ
ー
は
、
抜
群
の
捕
獲
力
で
、
野
ネ
ズ

ミ
に
悩
ま
さ
れ
る
高
原
の
駅
舎
暮
ら
し
に
貢
献
し
続
け
て
い
ま
す
。

来たときは「ボロ雑巾のよう」でしたが、今で
は毛艶がとても良く、いつまでも小柄なので、
乗降客からは「かわいい！」の声がかかります。

２
回
目
の
出
産
で
生
ま
れ
た

子
ど
も
た
ち
と
最
後
の
昼
寝

を
す
る
フ
ー
。
こ
の
後
、
子

猫
は
東
京
の
自
宅
へ
。
雄
猫

ト
ラ
は
ご
町
内
の
人
気
者
に

成
長
し
ま
し
た
。


